
富山の豊かな森を守り育て、林業・木材産業の成長産業化を一層推進し、カーボンニュートラル
や花粉症対策への貢献と県民のウェルビーイング向上を目指す

基本施策Ⅲ 県土の強靱化と県民参加の森づくり

基本施策Ⅱ 豊かな森林を未来につなぐ人材の育成基本施策Ⅰ 主伐の推進と林業の経営力強化

目標年次：令和13年度
【令和６年 月策定】富山県森林・林業振興計画の概要 ～主伐による森林循環の加速化と持続可能な森づくりを目指して～

 地上レーザやドローンによる効率的な立木調査★1
 スギ人工林の伐採と無花粉スギや広葉樹の植栽による花粉発生源対策

 線形や土場の設置など木材の大量輸送に対応した林道の開設★1
 生育期間が短く大量生産が可能な挿し木による無花粉スギの増産体制の確立

 地震で被災した林道等の復旧と大規模災害を見据えた維持管理体制の構築★4
 ドローンによる運搬や通信環境の整備など先端技術を活用した作業省力化★1
 路網開設が困難な急傾斜地での架線集材など新たな作業システムの推進★1
 丸太の自動計測や配車システムの導入などによる木材流通の見える化★1
 広葉樹の有効活用に向けた分布域や樹種などの詳細な資源情報の把握

 伐採から造林までを連続して行う「一貫作業システム」の推進★1
 電波不感地帯での林内通信環境の整備による生産性・安全性の向上★1
 森林Ｊ－クレジットを通じた森林整備と企業等の脱炭素の好循環創出

 県営林の計画的な主伐による県産材の安定供給

 きのこや山菜など特用林産物の栽培技術の開発やＰＲによる消費拡大

 「立山 森の輝き」を上回る成長や材質等に優れた無花粉スギの開発

 里山広葉樹林において付加価値の高いホオノキの更新技術の開発

 地震に強い木質架構技術やリフォーム工法、耐震シェルターの開発★4
 低コスト作業システムなど効率的な主伐のための知識・技術の普及

 公益的機能の発揮が求められる森林の計画的な保安林指定と適切な管理

 流域を一体とした荒廃地の復旧、災害の予防、流木対策の重点的な実施

 地震で発生した山地災害等の復旧と災害に強く持続可能な森づくり★4
 治山施設が将来にわたって機能を発揮し続けるための長寿命化対策

 松くい虫やカシノナガキクイムシなどの森林病虫獣害の予防と拡大防止

 クマなどの野生動物の移動経路となっている河岸段丘等での里山林整備

 里山応援隊活動など地域ニーズに応じたきめ細かな里山管理への支援

 侵入竹林等の整備による針葉樹と広葉樹が混在する混交林化

 企業と里山地域による協働での森づくり活動の推進★3
 森づくり活動のＣＯ２の吸収量認証による活動への参加促進★3

 インターンシップや外国人材の受入れなど林業担い手センターによる新規就業者の確保★3
 学生対象の林業体験やＳＮＳ・動画配信による若者への就業ＰＲ★3
 苗木生産等での福祉事業者との林福連携による新たな働き手の確保★3
 林業カレッジによるＩＣＴや架線集材など新しい技術の習得★3
 快適トイレなど作業環境の改善による女性も働きやすい環境づくり★3
 液状化対策や耐震、中大規模の木造建築物を設計できる人材の育成★4

 児童生徒をはじめ広く県民への環境教育を提供する森の寺子屋の開催

 ＳＮＳを活用した森林ボランティアのＰＲと若者の新規参入促進★3
 県産材遊具の導入やイベント開催等による県産材利用の普及啓発★2
 木に触れ森を学ぶ木育と自然保育によるこどもまんなか森林教育★2

タワーヤーダ
(架線集材)

林内通信環境の整備

新たな無花粉スギの開発

流木捕捉機能ダム

県民参加による里山整備

高性能林業機械シミュレータ

地上レーザ計測

森と木を知る自然保育

 富山県ウッド・チェンジ協議会による木材利用のプラットフォームの構築★2
 ＪＡＳ製材品など品質・性能の確かな県産材製品の供給促進

 民間事業者との建築物木材利用促進協定による県産材利用の推進★2
 木材産業の復興と大規模災害に強い県産材サプライチェーンの構築★4
 中山間地域の活性化につながる早期の収穫が可能な早生樹の栽培実証

民間企業との木材利用促進協定

重点３ 次代を担う人づくりＰＪ★３

１ 森林・林業・木材産業の目指す姿

２ 目標の実現に向けた推進施策
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目
標
指
標

県産材の
生産量 160千m3

林業の
担い手数 430人
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 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや外国人材等の新規就業者確保

林福連携や女性就業促進

架線集材の技術者育成

家庭へ苗木育成キット配布

ＣＯ２吸収量認証制度創設

重点２ ウッド・チェンジＰＪ★２
ウッド・チェンジ協議会での木材利用推進

民間建築主との木材利用協定

大径材用の製材ライン導入

木製遊具導入や木育イベント

木育と自然保育の森林教育

重点４ 能登半島地震復旧ＰＪ★４
山地災害の早期復旧と予防対策

林道施設点検と対策工事

大規模災害に強い木材の

サプライチェーン構築

地震に強い木造建築物普及

重点１ 生産性向上ＰＪ★１
地上レーザやドローンによる立木調査

主伐に対応した林道開設

架線系作業システムの検証

木材流通の見える化

一貫作業システムの検証


